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居合道五段以下審査会 　２６名受審

一級合格者：７名

初段合格者

＜居合道審査 合格者＞

二段合格者 一級 久保木 陽大 小粥　裕司 大西　康陽

横山　智裕 成島　智洋 廣瀬　文紀

岩坂　 博

初段 佐賀　優貴 野沢　光希 田中　健己

安　 哲司

二段 大森　 環 大内　昇也 飯塚　有紀

三段 宇佐見 優樹 山縣　 優 久保木 秀幸

佐藤　雅克 梅島　幸子 倉持　　昇

四段 千葉 友梨子 長峰 千津子

年次総会　主な内容について

１、令和４年度から未来検討会で、検討していました、居合道部の表彰規定（案）について、承認され、

令和６年度から運用になります。

２、大会と講習会の参加料について、改訂を行いました。（詳細：次頁）

３、山﨑副部長から３月に発生した奈良県の真剣における事故の説明が有り、真剣使用時の安全配慮の

方法について共有化を行いました。

居合道部未来検討会組織Gr

令和 ６年４月１９日（金）

　
令
和
六
年
度
最
初
の
事
業
で
あ

る
春
季
審
査
は

、
桜
が
七
分
咲
き

の
霞
ヶ
浦
文
化
体
育
館
体
育
館
に

二
十
六
名
の
受
審
者
で
開
催
さ
れ

ま
し
た

。

　
初
め
に
平
野
政
弘
居
合
道
部
長

よ
り
受
審
者
さ
れ
る
皆
様
に
激
励

の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た

、
次
に
磯

目
一
路
幹
事
が
事
務
連
絡
を
行

い

、
続
い
て
山
﨑
明
正
審
査
委
員

長
の
審
査
に
於
け
る
諸
注
意
及
び

指
定
技
の
発
表
が
行
わ
れ
審
査
が

開
始
さ
れ
ま
し
た

。

　
今
回
も
前
年
の
一
級
合
格
者
の

ほ
と
ん
ど
が
初
段
を
受
審
し

、
初

段
合
格
者
の
ほ
と
ん
ど
が
二
段
を

受
審
し
て
い
ま
す

。

居
合
道
五
段
以
下
審
査
会
・
年
次
総
会
　
四
月
七
日

（
日

）

新
ら
し
く
居
合
道
を
始
め
た
方
々
が

継
続
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

、
工

夫
と
努
力
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
支
部

指
導
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す

。

　
午
後
は

、
同
じ
会
場
で
年
次
総
会

を
行
い

、
六
年
度
の
事
業
計
画
及
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

。
六
年
度

は

、
新
た
に
居
合
道
部
に
表
彰
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た

。
又

、
昨
年
一

部
改
訂
し
た
大
会
と
講
習
会
の
参
加

料
に
つ
い
て
更
に
改
訂
を
行
い
ま
し

た

。
こ
れ
は
新
し
く
入

っ
た
人
達
を

含
め
て
段
位
の
低
い
会
員
に
居
合
道

の
活
動
に
参
加
し
や
す
く
し
て
欲
し

い

。
未
来
検
討
会
か
ら
の
強
い
要
望

か
ら
の
改
訂
に
な
り
ま
し
た

。

居合道部だより
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三段合格者 四段合格者

開会式 一級審査 合格証書授与

受審者控会場 実技審査

居合道大会及び講習会参加料改訂について

1
2 ⇒
3
4

＜参考＞　年会費 段　位 年会費
　居合道部会費 無段～八段 ２,０００円

無段・1級 ー
1級で初段受審時 １,０００円

　茨剣連会費 初段～三段 １,０００円
四段 ２,０００円
五段 ４,０００円
六段～八段 ５,０００円

⇒

1,000

3,000
2,000
2,000

ー
3,000
3,000

事業名称

茨城県大会
支部対抗・演武大会
講習会（伝達・等）
四段以下講習会

1,000
1,000

2,000
2,000

ー

2,000

令和４年度
（円・人）
3,000
3,000

2,000
五段～七段四段以下

令和５年度 （円・人）
四段以下 五段～七段

1,000

令和６年度 （円・人）

1,000


